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１．はじめに 

鉄筋コンクリート（以下「RC」と称す）は、多く

の土木構造物に用いられる部材である。したがって、

土木構造物の耐用年数を設定するために、RC部材の

耐用年数を予測するモデルの構築が必要である。特

に、実在する RC 部材を鑑みると、ひび割れや初期

欠陥等の存在に伴い腐食が進行した部位が先ず、耐

用年数を迎えることになる。したがって、ひび割れ

あるいは初期欠陥部等に生じるミクロセル腐食・マ

クロセル腐食を考慮し、耐用年数を設定しなければ

ならない。 

上述の背景を踏まえて本研究では、ひび割れやコ

ールドジョイントを模擬したスリットを有するモル

タル供試体を対象として、中性化によるミクロセル

腐食電流密度とマクロセル腐食電流密度を解析する

ための手法を提案する。 

 

２．実験概要                      

 水セメント比はモルタル中鉄筋の腐食速度に影響

を与える要因の一つと考えられるので、表１に示す

パラメータを実験ケースとした。また、図１に示す

モルタル供試体を作製した。すなわち、ひび割れや

コールドジョイントを模擬したスリットを設けた。

また、本研究の実験や解析では、アノード・カソー

ドが単一の鉄筋要素内に存在する場合をミクロセル

腐食とし、一方異なる鉄筋要素に存在する場合をマ

クロセル腐食とする。ここで、ミクロセル・マクロ

セルの考え方を図２に示す。そのため、ミクロセル

腐食電流とマクロセル腐食電流を区別して評価する

ために、分割した鉄筋（以下「分割鉄筋」と称す）

を埋設した。供試体は、打設後 28日間湿空養生（20℃、

RH90％）した後、中性化を促進させるために、５日

間の乾燥気中（20℃、RH60％、CO2 濃度５％）・２

日間の湿潤気中が繰返される環境に 91 日間暴露し

た。 
表１ 実験・解析ケース  
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 図１ 供試体概要 
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 図２ ミクロセルとマクロセルの考え方 
 

３．解析概要 

 本研究のフローを図３に示す。水セメント比を解

析・実験のパラメータとした。まず、実験フローを

説明する。供試体を用いて分極抵抗および各鉄筋要

素間のマクロセル腐食電流を測定し、それらの値か

ら実測値（ミクロセル腐食電流密度・マクロセル腐

食電流密度）を算出する。次に、解析フローを説明

する。各鉄筋要素の分極曲線、分極抵抗および鉄筋

要素間のモルタル抵抗を測定し、それらの測定値と

酸素供給量を解析モデルの Input Data とする。その

結果モデルの Output Dataとしては、解析値（ミクロ

セル腐食電流密度・マクロセル腐食電流密度）が求
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まる。なおここでは、塩害腐食に対して著者らが開

発中の分極曲線を用いるモデル１）を発展し、使用し

た。最後に、実測値と解析値を比較・検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．解析結果

 図４および

図７にて実験

ミクロセル腐

別に比較する

大となる箇所

ある。 

 図８にて、

析結果・実験

発中のモデル
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図５ マクロセル腐食電流密度比較(No.1) 
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と実験結果の比較・検討 

図５にて実験ケース No.1、図６および

ケース No.2 の解析結果・実験結果を、

食電流密度とマクロセル腐食電流密度

。これらによれば、腐食電流密度が最

が、解析値および実験値ともに同一で

本研究で得られた実験ケース No.1の解

結果と、塩害腐食に対して著者らが開

で得られた実験ケース（W/C50%,Cl-3%,

.4 ㎜）の解析結果・実験結果１）を、総

（総腐食電流密度＝ミクロセル腐食電

ロセル腐食電流密度）にて比較する。

、本研究で得られた中性化による腐食

による腐食速度と比較して、実験値で

１、解析値では約 100分の１であること

たがって、工学的に本研究における実

には差がないと考えられる。 

 図３ 解析・実験フロー 
図６ ミクロセル腐食電流密度比較(No.2)
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 図７ マクロセル腐食電流密度比較(No.2)
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 図８ 中性化・塩害総腐食電流密度比較
 

５．結論 

(１)中性化により劣化したコンクリート中鉄筋に対

する腐食速度解析モデルを構築できた。すなわち、

分極曲線、モルタル抵抗、分極抵抗および酸素供給

量を Input Dataとして、ミクロセル腐食電流密度・マ

クロセル腐食電流密度をOutput Dataとするモデルを

構築できた。 
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(２)モルタル供試体を用いた検証実験により、腐食解

析モデルの妥当性が定性的に確認された。 
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